






要約:3 歳児視覚健診で検出され眼科を受診し、弱視や斜視と診断された児の入学時の状

況を調べた。視力は高度近視の 1例を除き 17例中 16 例が視力 0.8 以上となっていた。ま

た視力 O.8までの期間は平均1年 8ヵ月で、入学時にはばぽ治療が終了していた。斜視に

ついても 25 人中 23 人が整容治癒以上の治癒度であった。 3 歳児は 6 歳児に較べ治療が

容易であり、健診で異常者を検出する意義がある。 しかし健診で発見しながら治療を中

断したものが多かったことが今後の問題である。


